
　　　　

令和６ 年 4 月 1 日

8 時 30 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

年2回避難訓練　秋祭り　初詣　クッキング　親子レクレーション

家族支援

保護者の方と連携し、家庭での支援へと繋げる。
困りごとや悩みなどの相談と解決 移行支援

どのような事柄に興味があるのか探したり、様々な場所に見学や体
験をする。（将来について考える）

地域支援・地域連携

地域でイベントに参加したり、地域の中の公的な場所の利用体験
地域での自立生活を目指し、支援する。そして、地域社会への参加を促
進することを目指す。関係機関の切れ目のないサポートを目指す。

職員の質の向上

研修・教育の場への参加（専門性の向上と最新の知識の習得）
OJTシステムの導入、資格取得支援、労働環境の改善
チームワークの強化、虐待防止アンケート

支　援　内　容

本
人
支
援

一人ひとりのお子様の状態に応じて、食事、排泄、更衣（衣服の着脱）などの日常生活で必要な基本的動作を支援を行います。
お子様が安全かつ安心して快適に過ごせるよう、生活空間としての環境を調整します。

身体を動かすこと、粗大運動や微細運動と色々な動きの中で体の使い方を意識して使えるように支援を行います。
粗大運動（トランポリン、サーキット、バランスボール、散策活動等）
微細運動（ペグ差し、洗濯ばさみ、折り紙等の机上活動）

認知機能（記憶、判断、思考など）の発達を促し、望ましい行動を習得出来るように支援します。

言葉や表情、身振り手振り等、様々な手段を用いて、意思疎通を図ることを支援します。
また、言葉だけでなく、表情、動作、視線など、様々なコミュニケーション手段を活用します。

他者との関わり方を学び、社会生活に適応できるよう支援します。

法人（事業所）理念
「ここから始まる」「ここにいるすべての人（利用者・者、保護者、職員）が新たなことに挑戦し、幸せな未来の実現に向けて手をつなぎ、一歩いっぽ一緒に歩いてい
く。

支援方針

特性と自立のためにここに必要な生活力の向上を目指す支援
・利用者個々に自立の形は違うため、現状と今後の見通しを持って必要な課題を設定し、適切な活動を行う。(ひとりひとり個性や年齢等に応じた活動内容の設定)
・本人の個性やニーズのみでなく、家族の思い、地域の特性や資源などを十分に考慮して目標設定をし、連携を図れるようにする。
・将来の就労に向けて作業課題への取り組み、社会性を身につけられるような環境の整備を適切に行う。
構造化(スケジュール提示、場所の設定等)を必要に応じて行う。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 Second House 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日


